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研究成果の概要（和文）： 本研究は、「コモンズ(共有財・共有すること)」をめぐる諸問題を地理学的視点か
ら検討するもので、研究者を三班に分けその成果を集約した。思想・歴史研究では、とくに19世紀以降の欧州と
日本におけるコモンズ・公共空間をめぐる対立の諸相を明らかにした。理論・方法論研究では、多様化するコモ
ンズ問題を分析するために、「物質性と表象」という枠組の有効性と限界を検討した。社会的実践研究では、基
地問題、風景、社会関係資本などを主な対象に、コモンズ形成の実践と支配の緊張関係を具体的に解明した。

研究成果の概要（英文）： The subject of this research group is the geographical research of the 
commons. We divide researchers into three groups and intergrate their results. The group of ideas 
and historical research investigated some coflicting aspects of the commons in European and Japanese
 public spaces. The group who treated of the theoretical and methodological approachs to the commons
 researched the framework to study the various types of the commons(tangible and intangible),  
focusing on the complex relations between materialities and representations. The group of social 
practices research studied the power relations between the control or surveillance and the socical 
prcatices of the making the various commons.  

研究分野： 人文地理学

キーワード： コモンズ　地理思想史　空間スケール　社会地理学　文化地理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）「コモンズ(共有財)」については第二次
世界大戦以前から、地理学を含む人文社会科
学で多くの研究が蓄積されてきた。しかし
1990 年代以降、その再編成と解体が世界規模
で急速に進んだことによって、世界各地でさ
まざまな紛争が生じており、コモンズをめぐ
る現実の状況と学問的関心は新たな段階を
迎えた。 
（２）コモンズをめぐる学術的な議論は、近
年従来の土地や水などの「自然コモンズ」に
とどまらず、インフラストラクチャーなどの
「建造コモンズ」や社会関係と場所の記憶・
表象といった「文化コモンズ」、また「コモ
ンズ形成の社会的実践(コモン化)」の役割な
どにも拡大している。さらに、コモンズを解
体する手段やその共同管理をめぐる空間ス
ケールも複雑化しており、コモンズをめぐる
これまでの議論の再検討を踏まえて、新たな
研究枠組を構築し、それに基づく経験的研究
の必要性が認識されるようになった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、「コモンズ」および「コモンズ

形成の社会的実践」をめぐる思想・歴史、理
論・方法論、社会的実践の三つの観点の諸問
題を、近年の地理思想史や文化・社会・政治・
経済地理学の理論・方法論の成果を踏まえて
捉え直し、コモンズの解体と再編成が進んで
きた近・現代社会の状況を批判的に考察する
ための、新たなアプローチと経験的研究の可
能性を開拓することを目的としている。 
（１）思想・歴史研究では、おもに 19 世紀
から 20 世紀前半のヨーロッパと日本および
その植民地を対象にして、コモンズの再編成
の歴史過程やそれをめぐる思想の社会的脈
絡などを明らかにする。 
（２）理論・方法論研究では、近年の英語圏
を中心とした文化・社会地理学および地理思
想史の研究成果を批判的に検討したうえで、
とくに物質性、身体性、空間の社会的生産、
「空間スケールの政治」などを視野に組み込
んだ理論・方法論の構築を目指す。 
（３）社会的実践研究では、コモン化におけ
る身体的実践の役割、コモンズとしての「社
会関係(資本)」の地域的文脈、場所の表象や
記憶の歴史遺産化と国民国家形成などの諸
問題を検討する。 

 
３．研究の方法 
 まず研究分担者・連携研究者は、思想・歴
史系、理論・方法論系、社会的実践系の三グ
ループのいずれかに所属して、各研究課題を
担当し、グループ内でその成果を相互検討す
る。次にグループ間での討論や批判を通して、
研究成果の統合を図り、さらに国際学会など
での発表を通じて、その有効性や学術的意味
をできるだけ広い文脈において再吟味する
ようにした。各研究者は、歴史資料や文献な
どの収集と内容分析、またフィールドワーク

による情報収集によって研究を進めた。 
 
４．研究成果 
（１）思想・歴史研究について以下の知見が
得られた。 
①地理学的な知と地理学者の実践が、19世

紀後半から 20 世紀前半のヨーロッパの公共
空間・コモンズの構築において一定の役割を
果たしていたことが明らかとなった。たとえ
ば、植物園や菜園などの建造・文化コモンズ
の形成とその際の人々の実践が、植民地から
の新たな知の導入とその解釈、異文化に対す
る共有されたイメージの形成などに大きな
影響を及ぼしていたことが明らかとなった。 
②近代日本について、19 世紀後半に伝染病

流行や食料価格の騰貴といった社会危機に
直面した都市民衆が取った社会的実践と行
政との矛盾した関係が明らかとなった。建造
コモンズが整備されていない段階で、行政は
民衆のこれまでの社会関係コモンズに依拠
しながら対策を取ったが、逆に民衆はこの関
係に基づいて、独自の実践を行うことで、時
に権力と激しく対立することになった。こう
した社会関係コモンズの二重性については、
今後さらに検討が進められるべき課題であ
ると思われる。 
③第二次世界大戦中の日本の軍部および

国策形成に関与した地理学者などによる、植
民地におけるコモンズの収奪と、地域情報の
調査と生産、その表象方法、情報統制、イメ
ージ操作など広義での文化コモンズの形成
と拡散の実態が明らかとなった。なお、この
問題は戦後の日本企業の活動や人々の外地
イメージなどを考えるうえでも重要な問題
であると考えられる。 
 
（２）理論・方法論研究について以下の知見
が得られた。 
①コモンズをめぐる諸問題を分析するう

えで、従来の自然と文化・社会、身体と精神
といった二分法的理解の問題点とその限界
が明らかとなった。自然の社会的生産、「物
質性」、身体の可塑性・文化性などの理論的
研究を再検討することによって、新たな世界
の見方を、かつての単純な一元論に戻ること
なく、コモンズ研究を通して構築する必要性
が確認された。とくに「コモン化(社会的実
践)」概念をより精緻なものにすることで、
広義の「労働」概念を刷新すること、社会・
文化コモンズを国家の行政機能の補完とし
てのみ位置付けるのではなく、国家との緊張
関係において把握し、国家の権能を変化させ
る可能性をもった実践として把握すること、
「関係」と「もの」の両方に着目した「共有
の政治」を構想すること、などが新たな方法
論を構築する際に中心的な論点となること
が明らかとなった。 
②コモンズの管理や支配をめぐる対立と

協同を考えるうえで、空間スケールの政治と
いう視点がもつ重要性が明らかになった。こ



れまでのコモンズ研究では、比較的小規模な
集団の事例が基本モデルとされる場合が多
かった。しかし空間の規模が局所から地球へ
と拡大すると、その管理をめぐる実践とシス
テムも変化せざるを得ず、空間スケール間で
矛盾や対立が生じる。したがって、ひとつの
スケールでの実践を特権化してしまうので
はなく、重層的かつ相互浸透的な空間スケー
ルを視野に入れて、コモンズ及びコモン化の
可能性と限界を検討することが重要である。
また逆にコモンズの研究が、従来の「空間ス
ケールの生産をめぐる政治」論を組み換え、
その内容をより豊かにする材料と視点を提
供しうるものであることが確認された。 
（３）社会的実践研究について以下の知見が
得られた。 
①身体を媒介とした場所の占拠や空間的

実践が、コモンズの形成や再創出にとって重
要な社会的実践のひとつであることが明ら
かとなった。たとえば、行政権力による都市
空間の収奪に対する住民の場所を拠点とし
た対抗運動(ブラジル)、現代日本の反基地運
動における座り込み、遍路にみられる祈り、
都市住民による祭礼の実践などにおける身
体的実践と集合的記憶の形成、街歩きの実践
などで、いずれも身体性を媒介として社会関
係が形成、強化され、対抗のひとつの基盤と
なっていた。さらに、こうした実践を物質的
コンテクストの関係や権力関係に位置づけ
ることで、「コモン化」の可能性および限界
がより明確に議論できると思われる。 
②コモンズとしての景観・風景のイデオロ

ギー性と、それをめぐって形成される新たな
社会関係の性格が明らかとなった。棚田など
の風景表象とナショナリティの結託が問題
となる一方、こうした風景を維持するコモン
化の社会的実践を介して生まれた新たな関
係性がこうした結託を破り、地域の現在の状
況により即した実践を生み出す可能性をも
つことが明らかとなった。 
③現代ヨーロッパ(ベルギー)での、外部か

らのスティグマ化された地域表象の形成と、
それに対抗してコモンズとしての地域を守
る住民運動の戦術が明らかとなった。地域住
民が「移民」と表象され、社会の外部に排除
される過程、現在の脅威が国内での社会問題
であるにもかかわらず、外の「異教徒」によ
ってもたらされるという社会心象の形成、そ
れに対抗する地域住民のコモン的な生活実
践とその記憶の呈示など、現在のヨーロッパ
の社会問題を理解するうえで重要な論点が
明らかとなった。 
 ④社会関係コモンズが地域福祉や地域社
会の活性化に果たす両義的な役割が明らか
となった。社会関係や場所記憶の維持とその
強さが、さまざまな地域活動のありようにプ
ラスの影響を及ぼす一方で、逆に前者が新た
な社会関係の形成にとって制約となりうる
場合もあり、この両義性を考慮して、社会関
係や文化コモンズを他のコモンズや社会実

践と関係づける必要性がある。 
 
（４）以上の成果の一部を以下の報告書にま
とめた。 
Akio, ONJO ed.: Power Relations, Situated 
Practices, and the Politics of the Commons. 
Japanese Contributions to the History of 
Geographical Thought 11, Institute of 
Geography, Kyushu University, 92p. 
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